
隠岐の島町
商工会

宝隠岐物語　プリント米粉煎餅

ファームみなみ米工房。ここでは籾の
乾燥・籾摺り・精米・製粉（米粉、そば粉）が出来ます。

会長名：金田　隆徳　　会員数 ：580名（R3.4.1現在）
住   所： 〒685-0013　  
　　　　島根県隠岐郡隠岐の島町中町目貫の二・54番地1
TEL：08512-2-1157 　FAX：08512-2-5984
URL：oki.shoko-shimane.or.jp

地域産業振興

島・地域への恩返しと事業の多角化
■勝部表装有限会社

昭和58年設立。室内装飾、屋外広告、農業、菓子製造を営む。「島や地
域の方に恩返しをする。」その気持ちを大切に、多角的に事業を手掛け
ています。
人口減少が続き、本業である内装工事業の先行きが不透明な中、平成
２２年に農業参入し、自社生産している小麦の活用や既に製造をはじ
めていた米粉煎餅のブランド化を目指し、商工会に相談がありました。
商工会では経営者と一緒に考え、戦略的で実効性の高い事業計画の
作成に取り組みました。施策活用としては、「商業・サービス経営力向
上支援補助金」や「雇用機会拡充事業費補助金(有人国境離島交付
金)」、専門家派遣制度といった各種支援策を活用した支援を行いまし
た。
結果、隠岐の土産品として「宝隠岐物語 プリント米粉煎餅」の開発に
加え、自社生産の小麦を活用した製麺所・直売所・飲食店を整備するこ
とができました。その結果、既存事業に続く収入源や従業員の新規雇
用、飲食店の廃業が続いていた五箇地区のあらたな拠点整備等の成
果に繋がりました。

　　

ふるさと直売所「あんき市場」の出店
　隠岐ふるさと直売所「あんき市場」は、商工会・JA・隠岐の島町・島根県

（隠岐支庁農林局）の協力により、島内の農産物生産者の所得向上、食品
加工事業者の販路の拡大を目的に、平成22年10月に隠岐の島町の玄
関口である西郷港近くにオープンした直売所です。
　商工会では、オープン当初から様々な経営支援を行っています。販売
促進や納入業者増加に向けた取り組み、店舗レイアウト変更や地元産品
を使ったオリジナル産品の開発等専門家派遣制度を活用した支援を実
施してきました。
　その結果、平成24年に2,000万円だった売上高は、５年度の平成29
年には1億円に到達し、島内消費者にとって地元産の安心・安全な商品
が購入出来る場として、また観光客にとっては隠岐ならではのお土産品
が購入出来る場として親しまれています。
　現在は、農産品の生産量・品質の向上、高齢化が進む生産者をサポー
トする集荷システムの確立といった課題の解決に取り組んでいます。

経営支援

オープン時の賑わい（平成22年）

あんき市場　外観

隠岐國商工会

店内カウンター

海鮮丼

会長名：石倉　　功　　会員数 ： 210名（R3.4.1現在）
住   所： 〒684-0404
　　　　島根県隠岐郡海士町大字福井1375-1
TEL：08514-2-0376　　FAX：08514-2-0775
URL：http://okinokuni.shoko-shimane.or.jp

地域産業振興

販路拡大に向けた受動喫煙対策の支援
　海鮮処味蔵は、フェリー乗り場がある菱浦地区に位置し、店主自ら海
士町近海で釣り上げた新鮮な魚介類、新鮮な食材を用いた料理が自慢
のお店です。
　島外観光客はもとより、多くの島内地元客にも利用されており、季節
感を大切にし、お客様を飽きさせない料理もこの店の特徴となります。
　これまでは顧客の要望もあり店内での喫煙が可能でしたが、健康増進
法の改正に伴い、店主も受動喫煙対策について様々な方法を検討しまし
た。
　そのような中、商工会は小規模事業者持続化補助金を活用した「分煙
スペースの設置」を提案し、事業実施いただくこととなりました。
　その結果、分煙スペース設置の効果から、女性客や子供連れの家族な
どの利用頻度が伸び、また喫煙者からも気兼ねなく喫煙出来る店内環境
となり、新規顧客の販路拡大・既存顧客の確保の両立につながりました。
特にランチ定食は好調で新たな売上の柱となりました。
　海士町に来られたときは、是非”味蔵”へ行ってみっだわ！

キンニャモニャ祭り＆花火大会
　～地域産業振興と交流拡大への取り組み～

　当会では、島の玄関口であるキンニャモニャセンター前で交流人口の
拡大と地域産品のPR・販売等を通して、地域産業活性化とキンニャモ
ニャの伝承・保存と郷土愛を育むことを目的に、「キンニャモニャ祭り＆花
火大会」を開催しています。この祭りは毎年おおよそ1,000人が参加し、
島外からも２００～３００人が参加して行う島内のビックイベントです。
　当会の理事会が実行委員会となり、準備や運営等を一手に引き受け、
役員・会員・青年部・女性部・職員が力を合わせて取り組んでいます。島内
の商工会員が一致団結し、そこから生まれる会員同士のつながりは各々
の商売にもつながっています。
　新型コロナウイルス感染防止対策のため、これまでどおりの開催が難
しい状況にありますが、、愛すべき郷土文化を次世代へ継承しながら、地
域産業振興と交流拡大に取り組んでいきます。
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キンニャモニャ踊りパレード

花火大会
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